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(2)揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策
ア　計画年度に実施する対策の内容

(1)の計画年度の削減率を達成するための対策について､別表から該当する
記号を選んで記載すること｡複数の対策を組み合わせて実施しようとする場合
は､全ての対策について記載すること｡

対策1 ��鞜C"�対策3 ��鞜CB�対策5 ��鞜Cb�対策7 ��鞜C��対策9 ��鞜C���

2ig �3ｳ��5ig �6睦� �� �� ��

その他(1 9､ 29､ 39､ 49､ 59､ 99)を選んで記載した場合は､

対策の内容を次の欄に具体的に記載すること｡
これまで当社においては､環境基準が定められているベンゼンについて､重点的に取り組み､ 

下記の様な対策を行いVOCの肖 劔侏�,�7x-�,H-ﾈ*(.�-ﾈ+X+ﾚ��

<対策1について> 

コークス炉の要員を増やし､ドア部からのガス漏れが発生した際には､迅速にガス漏れを 

抑止する応急処置を行うことができる体制を構築､継続的に実施しております○ 

<対策2について> 

コークス炉のドアフレームを更新し､①ドアとフレームの間のソフトパッキン化､②炉体と 

フレームの間のライナー調整ー 劔�+�.h.泳y(Y�ｸ/�ﾏﾈ�8+8+唏6�4�*�.x,ﾈ4ｸ5怨(.ｨ/�wﾙ�x+X-ﾈ+X+ﾘ�ｲ�

<対策3について> 

コークス炉集塵ガスの燃焼処理の安定化のため装炭車内の燃焼 劔劔�;ﾘ/�淤�(+X-ﾈ+X+ﾘ�ｲ�

コークス炉装炭車の集塵機をバグフィルター化することにより集塵効率をアップしましたo 

<対策4について> 

平成23年6月でVOCを使用していた溶接管工場を閉鎖いたしました○ 

上記のような対策を実施したことにより､平成10年度から比較すると､平成24年度は排出量 

を45%削 侏�+x.���h,h,�,�,H*(-ﾈ+x�ｸﾚ�ﾎ8.�+�,ﾉ�鞜H/�査鰛Hｬyyﾘ+X,H*(*ﾘ+�,h,ZIG(�,ﾂ�

抑制に努めていきます○ 
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備考　3 (2)に記載する対策も含めて記載すること｡

イ　目標年度の削減率を達成するために実施する対策の
(1)の目標年度の削減率を達成するため､基準

実施し､又は実施した対策について､別表か
ること｡複数の対策を組み合わせて実施しよ
ついて記載すること｡

対策1 ��鞜C"�対策3 ��鞜CB�対策5 ��鞜Cb�対策7 ��鞜C��対策9 ��鞜C���
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